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同志社法人内の中学生・高校生を対象

発表内容

(1)プレゼンテーションのテーマは以下のものとする

中学生の部「身近な国や地方、都市の紹介」(伊」:関西の紹介)

高校生の部「city・U巾an plannin剖

(2)発表時問は中学生の部4~5分、高校生の部7~8分の間とする。

(3)ブレゼンテーションソフト(powerpoint, Keynoteなど)を用いて、

英語で行うこととする。

(4)高校生はプレゼンテーション終了後、内容に関して

英語による質疑応答(5分程度)があります。

(5)ブレゼンテーション原稿の作成について

・powerpoint, Keynoteなどで作成し、スライドの1枚目に
「テーマ」「学校名」「学年」「氏名(グループ全員)」を記載すること

・スライドへのビデオ、音声の埋め込みは避けること。

・スライドは英語表記とする。

・アニメーション機能の使用は審査の対敦とならないので、

必要最低限にすること。

・総スライド数は10~15枚とする。(1枚目の表紙は除く)

・スライドは白黒、カラーのどちらも使用可能。

(6)発表当日はデータの入ったバソコン・タブレットを持参するか、

USBメモリに入れたデータを持参すること。

タブレットの場合はRGBケーブルに変換するアダプタを

発表者が準備しておくこと。
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出場者数

同志社法人内の各学校から中学生の部、高校生の部とともに

2チームまでとする。1チームは3名構成とする。

立石杯、賞状、副賞 ipad mini32GB(一人1台)

賞状、副賞 ipad mini16GB(一人1台)

図書券5000円(入賞者以外全員)、同志社グッズ

※中学生の部、高校生の部とも上位2チームを表彰する

※トロフィーには、りボンに者の学校・学年氏名を記名のうえ、各学校において1年問保管します。

発表部門

中学生の部

応期問

2014年5月12日(月)~2014年5月30日(金)まで
応募用紙、企画書を同志社法人内の各学校運営委員まで提出

同志社中学生・高校生英語プレゼンテーショジセミナー

応方法

応募用紙・企画書をダウンロードのうえ、必要事項を記入して下記へ提出してください

【提出先】同志社法人内の中学校・高等学校:各学校運営委員まで

2014年度の大会に向けて、「プレゼンテーションセミナー」を開催します。

1回目は応募までの期問に広く周知して開催し、2回目、3回目は大会応募者に

限定して開催します

:・セミナーは日本語

高校生の部

運営委員

北幸史(学欄去人同志ネガ去人事糊E長)

橋崎淳子伺志社中学校高等学校教諭)

反田任(同志社中学校・高等学校教諭)

吉川康雄個志社香里中学校高等学校教諭)

AndreaFORBES (同志社香里中学校・高等学校教一

采野純世(同志社女子中学校・高等学校教諭)

米澤利聡伺志社女子中学校高等学校教諭)

小川サラ個志社国際中学校高等学校教諭)

塩川奈津子(同志社国際中学校・高等学校教諭)

DevinJimmlnk(同志社国際中学校・高等学校教諭

【セミナー開催】÷各座とも2時問(13:00.15:00)

【師】繍バワーブレイス村道治氏・小山誠之氏・小出
高柳博成氏・板健自氏

第1回
第1部

第2部

ブレゼンテーション作成講座(1)
英語でのプレゼンテーションの基本(30分)

英語でのプレゼンテーションを作成しよう(90分)
プレゼンテーション作成の基本

・・・・・^2^^^^リ^言吾^ιノ^'ニノ^^^力Ⅱ^ヌ寸一・・・・・・・・
(ブレゼン大会参加応募期問 5月12日~30日)

6月15日圓内田洋行大阪支店フユーチャークラスルーム

第2回ブレゼンテーション作成講座(2)
英語プレゼンテーション大会に向けてテーマ設定、

プレゼンテーションの構成、手法について学ぶ~ワークショップ~

8月3ea 中高恵潤館大会語室

第3回プレゼンテーション作成座(3)
効果的なプレゼンテーションのテクニック

~プレゼンテーションの事例紹介とワークショップ~

9月14ea 大学今出川校地良心館RYI07教室

第1回同志社中学生・・校生英語プレゼン大会
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同志社は、新島襄による 1875年の創立以来、建学の精神のーつに「国際主義」を掲げ、良心を

手腕に運用し国際社会で活躍する人物の養成に努めてきました。同志社法人内中学校・高等学校では、

2011年度より立石信雄氏からの寄付金(立石ファンド)を基に特色ある国際主義教育を展開し、

英語能力の向上を図るとともに国際感覚豊かで国際社会に貢献できる生徒の育成を目的として、各種

プログラムを実施しています。

そのプログラムの一貫として、英語大会に加え、英語によるプレゼンテーション大会を実施します。

英語はそれを習得すること自体が目的ではなく、あくまで意思を伝えるための手段です。プレゼンテー

ションを通じて、自分たちの考えを「英語」を使って他者の前で発表することにより、英語のコミユ

ニケーション能力の向上を目指します。

より多くの皆さんがこの大会に参加されることを願っています。
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大会説明・審査委員紹介
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中学生の部

高校生の部

dud目in目 Time
審査委員会

Closin目 Cerem口ny
表彰式(表彰及ぴ講評)

閉=

審査項目 (1)中学生の部

Content, organjzation, Delivery, Enelish,
Time umit

(2)高校生の部

Content, organization, Delivery, Enelish,

Question & Ansvver, Time umit

●著作権の取扱いについて

大会当日のプレゼンテーション原稿については、著作権を放棄したものとします。

また、当日の音声・映像の著作権は、学校法人同志社に帰属するものとします。

パンフレット・vvebでの公開を通して一人でも多くの方々にプレゼンテーションを知ってもらいたいという理由からです。

審査委員


